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昭和橋架替 Q＆A
～ 今号では昭和橋撤去後の『新しい橋』についてお知らせします ～
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Ｑ１ 新しい橋の特長は？（現在の昭和橋との違い）

① 洪水に対する流下能力が向上

橋桁の位置を高くし、また、流木の引っ掛かりを防ぐために橋脚の数を減らすこと

により洪水を安全に流下させます。
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世田米駅側 住田町役場側

橋長 72m

新しい橋の桁下高さは昭和橋より約１ｍ高くなります

洪水時の水位（＝昭和橋の桁下高さ付近）

橋脚は１基
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【お問合わせ先】

◎ 沿岸広域振興局土木部大船渡土木センター住田整備事務所

◎ 〒029-2311 気仙郡住田町世田米字川向102-1

◎ Tel：0192(22)8182   /   Fax：0192(46)3715  /  E-mail：BG0008＠pref.iwate.jp

◎ ホームページ：https://www.pref.iwate.jp/engan/sumita/1014522.html

Ｑ３ 新しい橋の名称は？

今回の橋梁架替工事により、現

在の昭和橋の右岸側（役場側）の

桜の木は伐採することとなります。

なお、新しい橋が完成した後に

周辺に新たに桜を植える等の環境

整備を行うこととしています。

② 道路利用者の安全性が向上

歩道が設置されるので歩行者の安全が確保されます。また、橋梁に照明が設置され

るため夜間の視認性が向上します。

新しい橋の名称は、今後、公募等の方法により決定する予定です。

なお、名称が決定するまでの当面の間は、「昭和橋(仮称)」という呼び名を工事

名等に用います。

Ｑ２ 現在の昭和橋周辺の桜の木はどうなるのか？
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新しい橋では車道の両側に歩道を設置

橋の両側には照明を内蔵した防護柵 現在の昭和橋と同様に親柱へ照明を配置

昭和橋右岸側の環境整備イメージ

https://www.pref.iwate.jp/engan/sumita/1014522.html

